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井伏鱒二著作調査ノート(その二)
- 『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後-
前　田　貞　昭
前稿「井伏鱒二著作調査ノート(その一) - 『井伏鱒二全集』別巻II掲載「著作目録」以後-」 (本誌第14
号、 2003年2月10日)に続いて、新たに記載するべき井伏著作(複写)その他を入手することができたので、こ
こに報告する。
調査にあたっては、現代詩誌総覧編集委員全編『現代詩誌総覧』第3巻　くリリシズムの変容) (日外アソシエー
ツ、 1997年7月25日)、小林忠編『美術関係雑誌目次総覧-明治・大正・昭和戦前篇-』中巻(国書刊行会、
2000年5月10日)、同『美術関係雑誌目次総覧-明治.大正・昭和戦前篇-』人名索引(国書刊行会、 2000年
5月10日)、山梨県立文学館蔵書検索〔http://WWW. bungakukan.pref.yamanashi. jp/〕、占領期雑誌記事情報データ
ベース〔http://www. prangedb. jp/〕 、神奈川近代文学館特別資料検索を利用した。
掲載資料については、特に東郷克美、曾根博義、大屋幸世、藤本寿彦の各氏の御厚意に甘え、寺横武夫、中津
信吾、面谷哲郎、遠藤純の各氏から頂戴した情報を活用させていただいた。このほか、国立国会図書館、同館憲
政資料室メリ-ランド大学カレッジパーク校図書館ゴードン・W・プランゲコレクション、国際子ども図書館、
日本近代文学館、神奈川近代文学館、山梨県立文学館、山梨県立図書館の所蔵資料を利用させていただいた。ま
た、兵庫教育大学附属図書館情報サービス係を介し昭和女子大学図書館の資料を利用させていただいた。
記して感謝申し上げる。
調査が至らず、書き加えるべきものが、まだまだあろうかと思われる。　〒673-1494　兵庫県加東郡社町下久米
942-1兵庫教育大学言語系教育講座　前田貞昭(研究室直通電話兼用ファックス: 0795-44-2083、e-mail.sadm@soc.
hyogo-u.ac.jp)まで御教示賜われば誠に幸いである。　なお、本ノート末尾の参考には、井伏文掲載のことが予
告されているが、掲載の事実が認められないものについて記しておいたo
凡例
1.作品・談話・アンケート回答などに分類せず、年代順に並べた0
2,個別の標嶺を持たないものは、欄名などを〔 〕で括って仮の標題とした0
3.発行日・印刷日・発行所・発行人等についての記載は現物奥付に従った。現物奥付には「印刷日」 「印
刷納本日」あるいは「編輯兼発行者」 「編輯単行人」、 「印刷」 「印刷者」 「印刷人」等の表示が混在して
いるが、本ノートでは統一はしなかった。
4.人名・社名・地名などの固有名詞と引用文のうち、当該資料で旧漢字が使われていて、原則として、 JIS
第1水準・第2水準で対応できる場合は、原文の漢字字形を尊重するように努めた。
5.行末で省略された句読点は〔 〕で括って補った。
6.校異を示す場合は、本文の後の( )内に、該当の頁・行を示した。その際、原則として、標題・著者
名などは行数に含み、行空きは数えなかった。なお、 /の後に示した頁・行は、当該本文を収録した新
版全集のそれであるO
〔詩紳新聞〕
『詩紳』社(東京市外澁谷町金王八番地)発行『詩紳』第5巻第10号(10月号、 1929年9月15日印刷、
1929年10月1日発行)の168頁「詩紳新聞(つゞき)」欄に掲載。編輯兼発行者・田中清一-、印刷所・『詩
紳』杜印刷部、印刷人・大黒貞勝、定価25銭。
17字×9行。ルビなし。井伏文は、 「からだは健康で暮してゐますがいろいろの鮎でもの足りないこ
とばかり多くこの窮状を如何にしてきりぬけたらいゝかゞ富分私の問題ですO」と始まる。
3
印刷日付は奥付に従ったが、表紙(表1)、裏表紙(表4)の法定文字は9月25日印刷納本とする。表
紙(表1)には「「ミ-イル・ゲラーシモフ」研究琳」とある。
「詩紳新聞(つゞき)」に掲載の文章(草野心平・久野竪彦・井伏鱒二の順に掲載)には、いずれ
も個別の標題がない。この「詩紳新聞(つゞき)」は「詩碑新聞」 (117頁-118頁)に続くものと考え、
ここでは仮に「詩紳新聞」を標題とした。
なお、目次には、 「詩紳新聞」の欄名の下に「(執筆者)」として、百田宗治・堀辰雄・田中清一・
黒田辰男・安西冬衛・佐々木俊郎・佐藤惣之助・萩原恭次郎の名前を掲げる。が、この日次掲出の「詩
紳新聞」は117頁　-118頁(この1丁分は色紙に印刷)掲載のもので、井伏文等が掲載されている「詩
紳新聞(つゞき)」については目次に記載はない。 「詩紳新聞(つゞき)」は、ビルナプロゲンス作・
望月百合子訳「愛の言葉」末尾余白に掲載o
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
挿話
垂術聯邦社(東京市京橋匝南鍋町-ノ六)発行『1929』第22号(12月号、第2巻第12号、 1929年11
月30日印刷納本、 1929年12月1日発行)の60頁～63頁に掲載O編輯兼発行者・小野松二、印刷所・駿
河壷印刷所、印刷者・井形貞吉、発売所・福永書店、定価20銭O
ルビなし。 「村上オバツ」と改題して、 『なつかしき現賓』 (新鋭文筆叢書) (改造社、 1930年7月3日)
に初めて収録された。新版全集第2巻には、初出未詳として『なっかしき現賓』を底本に用いて収録。
今回、初出を確認したので掲出する。
巻号表示は表紙(表l)の右肩法定文字の箇所にあり(「毎月一回一日単行」ともある)、奥付には
通巻号数の「第二十二聴」だけを表示するO　目次には「十二月創作貌」とある。
本文の異同を、初出本文- 『なっかしき現賓』所収本文の順に掲げる。なお、 『なっかしき現寮』
のルビは省いた。
小説のなかに刺戟のつよい挿話を加-るのを私は好まない。私は村上オバツのことを(彼女を
村上オタツといふ名前にして)小説に仕組んだことがあるが、たゞいま私は彼女に関する刺戟的
な挿話を述べたいと思ふ。 (60頁3行目～5行目) --う私は村上オ-ツのことに関する刺戟的な挿話
を述べたいと思ふ(85頁2行目/246頁2行目)
彼女は今死んでゐるので、 (60頁6行目) -彼女はすでに死んでしまったので、 (85頁3行目/246
頁3行目)
彼女は慾ぼりで残忍で、容貌が醜かった(60頁7行目～8行目) -彼女は慾ばかりで残忍で容
貌が醜かった(85頁5行目/246頁4行目～5行目)
犬は悲鳴をあげ尾を(61百6行目) -犬は悲鳴をあげ、尾を(86頁7行目～8行目/247頁2行目)
海岸を走りまはった〔行末〕 (61頁10行目) -海岸を走りまはった(86頁11行目～12行目/247
頁6行目)
しかし私は彼女の手から鉄を(61頁12行目) -私は彼女の手から鉄を(86頁14行目/247頁7行
目～8行目)
尻尾は彼の後足の間でぶら---して(61頁14行目～15行目) -尻尾は彼の後足の間でぶらぶら
して(87頁2行目-3行目/247頁10行目)
ところが彼女は、更らに愛犬の(61頁17行目) -ところが彼女は更らに愛犬の(87頁5行目/247
頁12行目)
ぶつならぶってみろと答へた(62頁1行目) -ぶつならぶってみろと叫んだ(87頁7行目/247
頁14行目)
一生涯に一度も人の顔を(62頁1行目-2行目) -一生涯に不幸な人の顔を(87頁8行目/247頁
14行目)
誤解してゐるのかとも(62頁6行目) -誤解してゐるかとも(87頁12行目/247頁18行目)
犬を愛する事や犬の名前を呼ぶ事を(62頁9行目)一大を愛することや犬の名前を呼ぶことを
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(88頁1行目/248頁1行目-2行目)
なお、 「腰椎」 (初出61頁1行目)、 「腰椎」 (『なつかしき現寮』 86頁2行目)は新版全集で「腰
椎」 (246頁12行目)と校訂した。
一千六夜〔豊寝をする孔雀の話(第六夜)〕
株式骨社博文館(東京日本橋本石町)発行『文垂倶楽部』第36巻第9号(夏期臨時増刊「怪談名作
揃ひ」、 1930年7月18日印刷納本、 1930年8月5日発行)の「怪談・ヱロ・ナンセンス/一千二夜から讃」
の-篇として291頁-292頁に掲載o　編輯兼発行人・森下岩太郎、印刷人・大橋光吉、印刷所・共同印
刷株式昏社、定価70銭。
六人の作家によるリレー形式の連作O　目次の総題は　トー千二夜から譜」o　目次には、水谷準「男、
女と化するの話(第二夜)」、中村正常「スポーツ好きのタイピストの話(第三夜)」、佐左木俊郎「東
洋の美しい街の話(第四夜)」、楢崎勤「ェロチックなダンサアの話(第五夜)」、井伏鱒二「喜藤をす
る孔雀の話(第六夜)」、乾信四郎「赤坊になった花嫁の話(第七夜)」とある。水谷担当分を例に引
いて、本文の構成を説明しておくD水谷担当分では、本文冒頭に「一千二夜」とあり、縦罫線を置い
て水谷準の執筆者名、同じく縦罫線を置いて、語り手の「シエザラアド姫」と聴き手の「シャリアル
王」との問答が記される。その次に「男、女と化するの詳」の見出しを配し、 「シエザラアド姫」が
語る話が続く。水谷・中村・佐左木・楢崎の担当分はこのような形式だが、井伏担当分は「シャリア
ル王」の語りだけで構成されていて、その本文中には、目次に示された見出しも立てられていない。
なお、乾担当分には「シエザラアド姫」の語りもあるが、見出しの代わりに「★」を配する。
井伏担当分は15字×96行O　総ルビO
『親愛なるシエザラアドよ。アルパンの月の夜に、お前の語る物語は私を心地よく、なぐさめて
くれるQ昨夜の一千五夜には、お前は東洋の或る女性について、爽かな懸物語をきかせてくれたO
と始まる。掲載頁は4段組。
奥付には「臨時増刊」等の表示はなく、表紙(表1)と扉〔隠しノンブル、 33頁に相当〕に「臨時
増刊」 「怪談名作揃ひ」の表示、背に「増刊」 「怪談名作揃ひ」の表示、目次に「夏期増刊」 「怪談名
作揃ひ」の表示がある。また、欄名も、中扉(281頁)には「怪談・ヱロ・ナンセンス/一千二夜か
ら諦」とあって、目次の「一千二夜から諦」と相違がある。
井伏担当分本文には「一千六夜」としかないが、本ノートにおいては「童顔をする孔雀の話(第六
夜)」の文言を目次に拠って補い、巻号等の表示においても「夏期臨時増刊」の文言を加えたO
なお、奥付脇に「僻営業所　孟詣霜','ご　博文館」とある。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
巡遊案内
みなかみ社(東京府下杉並町阿佐ヶ谷二七七)発行『みなかみ』第2巻第1号(1月号、 1931年12月27
日印刷、 1932年1月1日発行) 9頁～11頁に掲載O編噛兼刺子人・安成二郎、印刷者・山田進一、印刷
所・山田印刷所、定価25銭。
ルビなし. 『新文撃準備倶楽部』創刊号(1929年6月1日)発表の「初夏巡遊案内」を改稿・改題し
て掲載したもの。 『田園記』 (作品社、 1934年5月15日)には「初夏巡遊案内」の標題で収録。なお、
初出と『田園記』所収本文との間で大幅な本文異同が認められるので、新版全集第1巻に初刊単行本
『田園記』本文を収録し、別巻Iに初出『新文筆準備倶楽部』本文を収録したO
『みなかみ』掲載本文は、初出『新文学準備倶楽部』本文、初刊単行本『田園記』本文のいずれと
も相達するが、 『田園記』本文は、 『みなかみ』本文を底本に用いて作成されたと推定される。以下、
その推定の根拠を、 『新文筆準備倶楽部』 ・ 『みなかみ』 ・ 『田園記』の各本文を検証することで示して
おきたい(『新文筆準備倶楽部』本文については、 「初夏巡遊案内」本文1行目から数えた行数を記す)0
第-に、 『新文筆準備倶楽部』掲載本文の内、以下のような箇所が『みなかみ』 『田園記』のいずれ
でも削除されていること。
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正鷹殿の在りしあとかたは、小高き丘となりて老樹繁茂せり(21頁上段5行目～6行目/31頁4
行目～5行目)
鰹、ふか、くぢら、雑魚の相互扶助に関しては、諸君もすでにご存じのことならんo　こゝには
略したり　(22頁上段17行目～18行目/33頁1行目)
第二に、 『新文筆準備倶楽部』掲載本文では、
窓より挑むれば、港の水は細長き二つの岬にて抱かれたりQ　波おだやかにして、夜更けとなれ
ば月影を宿す。その折、口説きつかれし女、必ずや背の君の枕元にはべるならん。この島をほか
にして滅多になきことゝ知るべし(23頁上段6行目～10行目/34貴7行目～9行目)
とあり、 『みなかみ』にも、
窓より挑むれば、港の水は細長き二つの岬にて抱かれたりO　波おだやかにして、夜更けとなれ
ば月影を宿す。その折、口説きつかれし女、必ずや背の君の枕元にはべるならん。この島をほか
にして滅多になきことゝ知れよかし(11頁7行目～8行目)
とある段落全部が『田園記』では削除されていることO
第三に、 『新文筆準備倶楽部』、 『みなかみ』、 『田園記』の順に本文が改訂されたと推定されること。
以下に、その順に本文の具体例を挙げる。
たいてい償妻を置き、 (21頁上段9行目～10行目/31頁7行目) -多くは偏重をめとりて、 (9頁6
行目) -多くは備妻をめとり、 (23頁7行目～8行目/393頁6行目)
すでにこゝは恰も戦場のごとし(22頁上段14行目/32頁15行目) -すでに鰹船は沖に出で、
こゝは恰も戦場のごとし(10頁8行目) -鰹船はすでに沖に漕ぎ出で、恰もここは戦場のごとLo
(25頁9行目/394頁16行目)
風なき日に地蔵岬を過ぐれば、 (22頁上段21行目～下1行目/33頁4行目)一風なき日に、船、
地蔵岬を過ぐれば、 (10頁12行目) -風なき日に蒸汽船、この島の岬を過ぐれば、 (26頁1行目-2
行目/395頁4行目)
第四に、これらを含めて『みなかみ』で削除・改訂された箇所の内で、二十箇所ほどが『田園記』
でも踏襲されていること。以上の四点がその理由である。
掲載誌『みなかみ』の表紙簿号は右横書き(島崎藤村等)で「美奈可み」とありその下に同じく右
横書きで「水上」 (明朝体活字)とある。目次では「みなかみ」と平仮名書きし、内扉では「美奈可
美」と漢字を使用。奥付に題号は記されていないが、奥付記載の発行所が「みなかみ社」とあり、奥
付横には「みなかみ小規」との表記もあるので、ここでは題号を「みなかみ」とした。
なお、奥付上にあって編輯後記に相当する「三徐荘より」には「今月は幸田露伴先生が風邪で臥せ
ってゐられてお話を伺-なかった。しかし上司小剣さんの徐技の短歌、井伏鱒二君の小品、永田龍雄
君、山崎斌君の短歌をお願出乗て、この小さい雑誌も小さいなりに、お正月らしい袈ひの出爽たのは
うれしい。」とあるだけで、井伏文が再録であることには触れていない。
「いなづま」
反響社(東京市外玉川村瀬田一〇-八)発行『反響』第3号(1932年1月25日印刷納本発行)第4面
に掲載O編観・印刷.発行人・加藤信正、定価5銭。
17字×19行。ルビなし。掲載面は5段組。 「ストリンドベルグの「いなづま」といふのは、もうせん
森鴎外氏が鐸されたので、珍らしくないかも知れないが私は先日、珍らしい来待でこの戯曲を謹んだo」
と始まる、 「いなづま」の感想。
第1面の題号は縦書きで「反響」、その上に横書きで「エコオ/ECHO」と(片仮名の「エコオ」は右
横書き)、嶺号左に縦書きで「文垂★思潮★趣味」とある。以上、いずれも手書き文字。各頁欄外の題
号は「反響」とあるO題号下に右横書きの印刷文字で「昭和七年-月二十五日発行/第三親　旬刊
一部五錬」とある。
なお、前稿「井伏鱒二著作謝査ノート(その～) - 『井伏鱒二全集』別巻tI掲載「著作目録」以
倭-」 (本誌第14号、 2003年2月10日)で触れたように、曾根博義「加藤朝鳥と『反響』」 (『触板』
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第Ⅲ期第3号、 2002年11月1日)に、井伏「いなづま」掲載のことが報告されている(13頁)0
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
「にんじん」
株式骨社白水社(東京市神田匝小川町三丁目八番地)発行『白水』第23号(9月号、 1933年9月5日
印刷、 1933年9月10日発行)の2貢〔ノンブルはない〕に掲載。編輯兼発行者・寺村五一、印刷者・岩
本米次郎、定価記載なし。
1頁の題骨は「白水」とあるが、奥付には「白水社月報」とある。
1頁中段に「岸田圃士詳/I音字1日こんじん」として同書の造本などの書誌事項を掲載(この記事は罫
線で囲まれている)、その脇に「ルナアルの「にんじん」」の標暦と辰野隆の執筆者名、そして辰野文
がある(辰野文は1頁下段まで)0 2頁上段1行目に井伏鱒二の執筆者名、続いて井伏文が掲載されてい
るo　ルビなし。なお、 『白水』本号は3段組O
作品社発行『作品』第4巻第9号(9月号、通巻第41号、 1933年8月20日印刷、 1933年9月1日発行) 136
頁(「新刊批評」欄)掲載の「「にんじん」」と同文。印刷日付・発行日付から判断すれば、 『作品』第
4巻第9号が先行した模様。
新版全集第4巻には『作品』第4巻第9号を底本にして収録O
もの思ひのこと
博浪社(東京市目黒匝原町一三八四)発行『博浪沙』第1巻第1号(1934年7月25日印刷納本、 1934
年8月1日発行)の25頁に掲載。発売所・単車社(東京市京橋匠銀座西八丁目五番地)、編輯兼印刷発
行人・清水泉、印刷所・陽明社印刷所、定価15銭。
詩。ルビなし。 『博浪沙随筆十五人』 (伊藤書店、 1939年11月25日)に初収録。新版全集第28巻には、
同書を底本に用いて収録O　新版全集刊行時には推定したにとどまっていた初出を、今回確認したので
掲出する。
初出本文と『博浪沙随筆十五人』所収本文との異同は、以下の-箇所だけである。
恰好な相手を(25頁2段目19行目) -格好な相手を(32頁6行目/115貢6行目)
〔『博浪沙』編輯後記〕
博浪社(東京市目黒匝原町一三八四)罪行『博浪沙』第1巻第1号(1934年7月25日印刷納本、 1934
年8月1日発行)の36貫、奥付上の「編輯後記」欄に掲載。発売所・撃垂社(東京市京橋直銀座西八丁
目五番地)、編輯兼印刷兼発行人・清水泉、印刷所・陽明社印刷所、定価15銭0
14字×7行。ルビなし。 「僕は酒を飲む機会が多すぎたので雑誌に力をそゝげなかったが、これでも
気拝の上ではずゐぶん働いたっもりである。」と始まる0　本文末尾に「(井伏)」とあるO
「編輯後記」欄には、個別標題を持たない文章が、各本文末尾に「(尾崎生)」 「(榊山生)」 ド(金谷
坐)」 「(滑水社長)」 「(井伏)」 「(尾崎生)」の執筆者名を附して掲載されている。井伏以外の執筆者は、
それぞれ尾崎士郎・榊山潤・金谷完治・清水泉である。
なお、同欄には掲載されている三つ目の尾崎文は、直前の井伏文を受ける内容で、 「云ふことだけ
は立派だが、井伏の怠けることは資に言語道断だ。第-酒を飲んだり、惚けを云って歩くひまがあっ
たら、もつと雑誌の鳥に働けるはずだ。榊山、金谷、清水三老がしきりにとりなすによって、今日の
ところは我慢をしてやるが、今後かかることの〔「ない」が脱落か?〕やうに特に注意しておく」と
ある。清水泉「にくまれ口」 (25頁～26頁)の内容は、この尾崎文に対応しているようである。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
梱草畑
暁山閣「貰社」 (東京市京橋匝木挽町二ノ四竹田ビルディング)発行『蔦』第10号(2月号、 1935年
1月25日印刷、 1935年2月5日発行)の20頁～22頁に掲載。編輯・梱田春郷、発行・上田治之助、印刷
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所・ユニオン社印刷、美術印刷・上田印刷所、定価25銭。
表紙(表1)には、横書きで、 TABACOSの白抜き文字に重ねて題号が「蔦」とあり、その題号脇に「た
ばこ」のルビがある。その下には左横書きで「趣味と娯楽」の文字がある。
40字×31行OパラルビC 「去年の早春、私は田舎に行って海岸づたひに徒歩旅行した。山が海に迫
ってゐるので、右手は山、左手は断崖、そして断崖の下は直ちに海で、路は幾曲りしてゐる細い山路
である。ひっそりとした峠を越え、なにか撃った風情はないかと路を急いでゐると畑の隅で一人の女
の子が如露で水をまいてゐた。何かの苗床であると見え、荒い網目の布で-坪ばかりの地面に覆ひを
して、その上から水をそそいでゐた。その傍らには菜種の花も咲いてゐるし、畦みちの梅の木は満開
であった。」と始まる。女の子が水を撒いてゐたのが煙草の苗であったことを記した後、同じ年の夏
に同じところへ出掛けて、成長した煙草の苗の手入れをしていた男の子を見かけ亘が、その折、 「た
めしに私が梱草の某をむしりとらうとしたが、子供は周章ててそんなことをしてはいけないと云った。
専責局から出張して来た役人は、畑草の葉を-枚づつ勘定して締ってゐる.もしも一枚でも不足する
と、たい-んな罰金をとられるといふのである。」という体験談を綴るo
前稿「井伏鱒二著作調査ノート(その-) - 『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後--」
(本誌第14号、 2003年2月10日)では初出を推定するにとどまっていたが、今回初出を確認したので
掲出する。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
〔岸田同士訳『ルナアル日記』推薦文〕
白水社(東京市沖田匝小川町三ノ八)発行『白水』第39号(9月号、 1935年9月5日印刷、 1935年9月
10日発行)の5頁〔ノンブルはない〕に掲載O編輯兼発行・寺村五一、印刷・岩本米次郎、定価記載
'.>:I.、
1頁には額号が大きく「白水」とあるが、題号下の出版事項記載部分には「白水社月報」ともある。
「存分に自己暴露をこころみ性質の内幕をさらけ出してあるやうに思はれるが、謹んで不思議に清
浄な気持のったはって乗る文章であるD　ルナアル自ら彼が邪魔になるリアリストだと云ってゐるo　浮
調子ではないのである。」以上井伏全文。ルビなし。
『白水』本号の3頁～5頁は、岸田園士訳『ルナアル日記』に関わる記事を掲載。 3頁中段に白抜き
手書き文字で「ルナアル//日記」とあり、その下に「全/T巻/岸田国士詩」として、既刊『ルナアル
日記』第-冊と刊行予定第二冊について、造本・定価・収録年次などの書誌的事項を記載するo　続い
て、 「讃者へ」と題する岸田国士文があり、そのあと、 4頁上段3行目から5頁中段中頃まで(『白水』
本号は3段組)、菅忠雄・舟橋聖-・永井龍男・宇野浩二・正宗白鳥・日夏秋之介・三上於菟吉・近松
秋江・山本修二・長輿善郎・井伏鱒二・上司小剣・岩田翌雄の推薦文が並んでいる(ただし、いずれ
の文章にも個別標題はない)0
『白水社刊行の/文聾書/目録/1938』 〔発行日付記載なし〕の3着にも、この井伏文が掲載されてい
る。こちらでは「存分に自己暴露をこゝろみ性質の内幕をさらけ出してあるやうに思はれるが、讃ん
で不思議に清浄な気特のったはって乗る文章である。ルナアル自ら彼はリアリティが邪魔になるリア
リストだと云ってゐる。浮調子ではないのである。」とあり、太字で示した部分が補われている。
なお、岸田訳『ルナアル日記』第1冊は1935年7月-20日印刷、 1935年7月25日に発行。第2冊(1935年
10月5日印刷、 1935年10月10日発行)奥付裏では第6冊を1935年10月下旬刊行予定としているが、第4
冊(1936年10月25日印刷、 1936年10月30日発行)奥付裏には「ある年代の部分を抄葦にして全六番の
複定であったが、全詳七巻にすることに改めたo」とあるように、全7冊の構成に変更oまた、 『白水』
第38号(7月号、 1935年7月10日発行)が『ルナアル日記』関連記事を集めているが、その第38号に井
伏文はないO
新版全集別巻Ⅱには、 〔岸田国士訳『ルナ-ル日記』推薦文〕の標額で収録し、 1951年2月発行〔推
定〕の『ルナ-ル日記』 (白水社)内容見本を初出とした。同内容見本掲載井伏文は、通行の新仮名
遣いに従い(ただし、促音は小書きせずに並字を使用)、また、 「ルナ-ル」と表記するなど、戦後の
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表記法に沿ったものとなっているが、このような表記法を除けば『白水社刊行の/文垂書/目録/1938』
掲載文に一致するo
〔山内義雄訳『白き魔女地』推薦文〕
白水社(東京市稗田匝小川町三ノ八)発行『白水』第41号(1月号、 1936年1月5日印刷、 1936年1月
10日発行)の2頁〔ノンブルはない〕に掲載o編輯兼発行・寺村五一、印刷・岩本米次郎、定価記載
ms
l貢には題号が大きく「白水」とあるが、題号下の出版事項記載部分には「白水社月報」ともある。
「僻領カナダの国民は非常にいい圃民であると思ひ羨しい気がしました。 -プライズムも宗教もこ
の書物を謹んでゐるあひだは素直に受入れられました。」以上井伏全文。ルビなし。
『白水』本号の1頁-2頁には、 「白き鬼女地/ルイ・エモン作/山内義雄詳」の見出しで、同書推
薦文を、中村武羅夫・宇野浩二・柳津健・坪田謙治・楢崎勤・井伏鱒二・青野季吉・内藤濯・岡田三
郎の順に掲載O　いずれも、個別の標題はない。
山内義雄訳『白き魔女地』 (白水社)は1935年11月15日印刷、 1935年11月23日発行。
新版全集第5巻には、文車懇話倉発行『文革懇話会』第1巻第2号(1936年1月19日印刷、 1936年2月1
日発行)初出「白い魔女地　その他」を収録しているが、別文。
その後の再録は確諦していないO　新版全集には未収録O
肩車
野田書房(東京市牛込匿柳町二四番地)発行『手帖』第5号(1936年3月20日印刷、 1936年3月25日
発行)の3頁～7頁に掲載。編輯兼発行者・野田誠三、印刷者・赤塚三郎、非売品。
ルビなし0　本文末尾に「編輯者附記。これは今度の井伏鱒二氏随筆集「肩車」の巻頭に、特に井伏
氏が書下されたものであるが、 「手帖」誌上を飾るた桝こ、こゝに拝借させて戴いたO」とある。
『手帖』第4号(1936年1月20日発行)の『肩車』予告記事〔24頁～25頁、 「近刊橡告」欄〕には、 「書
下しの随筆「肩車」を巻頭に入れ、題して「肩車」と題す。」とあり、 300部限定版、井伏鱒二自装、
2月上旬刊行予定のことなどが諦われている。しかし、 『肩車』の発行は2月上旬の予定よりも大きく
遅れた模様で、 『肩車』奥付の印刷日は1936年3月31日、発行日は1936年4月5日となっている。なお、
『手帖』第6号(1931年4月30日)の「既刊書」欄(29頁)では、部数が「400部限定版」と変更され、
直接注文分に限って著者署名本とすることが記されている。
この『手帖』第5号掲載「肩車」については、既に紅野敏郎「野田本と野田書房の小冊子「手帖」
の特質-野田誠三.永井荷風・日夏耽之介・小林秀雄・佐藤春夫・山内義雄・成瀬正勝・瀧井孝作
・堀辰雄・芥川龍之介・井伏鱒二・河上徹太郎・飯田蛇筋・中野重治ら-」 (『資料と研究』第7軽、
山梨県立文学館、 2002年1月31日)に触れられている。
新版全集第5巻には初出未詳として収録。今回、初出を確認したので、随筆集『肩車』のために書
き下ろし作品として用意されたが、 『肩車』発行に先んじて『手帖』第5号(1936年3月25日)に掲載
された、と訂正したい。
なお、 『手帖』第13号(1937年5月15日発行)には、末尾に「(帝圃大草新聞より)」と附して『帝国
大挙新聞』第655号(1937年1月11日発行)初出「夜の歌　フランシス・ジャム-三好達治翻課-」
が「井伏鱒二氏評」の標題で再録されている。
牧野信一
第-書房(東京市麹町匿三番町-)発行『牧野信一全集』全3巻内容見本(1937年4月〔推定〕発行)
の「『牧野信一全集』によせられた諸家の言葉J (4頁～13頁)の-貨として12頁に掲載0
23字×16行。ルビなしO 「私の考-るところによりますと、牧野さんは峯術に精進する一本みちに
生きて」云々と始まり、 「故人はかつて私をつかま-て「こら俗物」とひどいことを云ったのであり
ますが、私は菊を悪くしながらも、故人の作品には常に敬意を表してをりました.在りし日の故人は
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最後まで孤高を守ったのであります。」と終わる。
本内容見本はA6判中綴じ冊子体、ノンブルは「13」迄あるが、 13頁は表3に該当。井伏文を含む「『牧
野信一全集』によせられた諸家の言葉」は2段組。 「牧野信一全集　内容」 (2貫-3頁)には、第1巻小
説篇(既刊)、第2巻小説篇(近刊)、第3巻蒜憩品等苗(近刊)とあり、また、裏表紙(表4)にも第1回が
既に配本中である旨の記載がある。 『牧野信一全集』は各巻定価2円で、第1巻が1937年3月20日発行、
第2巻が1937年5月20日、第3巻が1937年7月15日の発行。これらから判断すると、本内容見本の発行時
期は、第1回配本第1巻発行以後、第2回配本第2巻発行以前と推定される。ここでは仮に第1巻発行の
翌月の4月に配した。
この内容見本については、既に岩崎努r書誌」 (『牧野信一全集』第6巻、筑摩書房、 2003年5月10日、
574頁上段)で、第-書房版『牧野信一全集』備考に「刊行開始後に作成されたと思われる内容見本
があり」として、本内容見本掲載推薦文の標題及び執筆者名が掲げられている。
なお、実物を閲覧した神奈川近代文学館特別資料(請求記号t/520/00083015)は、破損のため井伏
文の内、 40字分が読めない。
その後の再録は確認していない。新版全集にも未収録。
前がき〔「青苔の庭」連載予告〕
賓業之日本社(東京市京橋匝銀座西-丁目三番地)発行『新女苑』第4巻第12号(12月号、 1940年11
月8日納本、 1940年12月1日発行)の予告記事「新連載長篇小説」 (118頁-119頁)の-篇として、 119
頁に掲載。発行人・増田義彦、編輯兼印刷人・神田裕一、印刷所・大日本印刷株式脅社、定価60銭。
272字OルビなしO 「私は婦人雑誌にはまだ連載′」、説を書いた経験がないO今度書くのが初めてだが、
反ってそのために何となく、いそいそとした東持で書けはしないかと思ってゐる。すくなくも自分自
身さうでも恩はなくては、書くことそのことが自分-の心地よい鞭とはならないだらう.」と始まる0
118頁から119頁の見開き上段に「新女苑新年増大観竿H羊晶誓」と右横書き、その下に澁横書きで「新
連載長篇小説」の見出しを掲げ、武者小路実鴬、林芙美子、井伏の肖像写裏と執筆者自身による予告
文を掲載する。井伏文中には新連載小説標題はないが、 『新女苑』第5巻第1号(1941年1月) ～第12号
(1941年12月)には「青苔の庭」が連載された。なお、目次には「新年貌橡告」とだけあって、連載
予定作品標題・執筆者名などその内容については掲出されていないO
なお、これについては既に紅野敏郎「「新女苑」 (続々々) -横光・犀星・寺崎浩・川端・坪田・
百合子・神崎清・矢田・井伏　ら」 (冶造・文学誌(157)) (『国文牽く解釈と教材の研究)』 7月号、第
49巻第8号、 2004年7月10日)に紹介がある。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
秋をむかへる
賓業之日本社(東京市京橋匝銀座西-丁目三番地)発行『新女苑』第5巻第9号(9月号、 1941年8月
8日納本、 1941年9月1日発行)の「秋を迎-る言葉(グラビヤ)」 (隠しノンブル、 17頁～20頁に相当)
の-篇として(隠しノンブル、 20頁に相当)に掲載O発行人・増田義彦、編輯兼印刷人・神田裕一、
印刷所・大日本印刷株式骨社、定価60銭。
16字×32行Oルビなし. 「いま、寓直班の人が爽て、私にこんな註文をしてゐるのである-寓直
にうつりながら秋をむかへるといふ題で何か書け、書いてゐる状態をつづけてゐろ、秋をむかへると
いふ題だから、ちょっと感傷的な風をしろ、 〔中略〕その他いろいろのことを証文して、まさに寓亮
機の焦鮎を私の方に向けてゐる」と始まり、今年の天候と収穫について、日照時間が少ないことを心
配する悲観説と、 「今年は閤だから梅雨が二回ある、こんな年にはきつと残暑がながくつゞくから、
秋の収穫を心配する必要はない」という楽観説の二つに行き会ったことなどを記すo
目次には「秋を迎へる言葉(グラビヤ)」とあって、執筆者名は記されていない。萩原朔太郎「秋
の心境」 ・川端龍子「秋を迎へる」 ・佐藤美子「秋の仕事」の順に、田村茂撮影の執筆者写真と共に掲
載。
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なお、これについては既に紅野敏郎「「新女苑」 (昭和十六年) -井伏・稲子・草平・林原耕三・
鏑木清方・神崎清・里見醇ら」 (冶造・文学誌(161)) (『国文牽く解釈と教材の研究)』 11月号、第49
巻第12号、 2004年11月10日)に紹介があり、井伏全文が引用されている。
新版全集には未収録。
〔好きな作品好きな作家〕
東邦美術学院(東京市淀橋匝戸塚町二ノー一二)発行『美術』第12巻第7号(7月号、 1937年6月25
日印刷納本、 1937年7月1日発行)の6頁に掲載。編輯兼発行人・岩佐新、印刷人・横田秀治、印刷所
・大日本印刷株式骨社、原色版印刷・凸版印刷株式骨社、定価1円30銭o
アンケート回答。ルビなし。 6頁～9頁、 45頁に、 45人分のアンケート回答を掲載。井伏のはかに新
居格、宇野浩二、林芙美子、猪熊弦一郎、坂本繁二郎などが回答を寄せている。 「一、私はどんな給
でも好きです。 /二、私の知ってゐる書家のうちで、人として好きなのは中川一政、硲伊之助、矢島
堅士〔、〕河野通勢氏など。」以上井伏回答全文。
なお、本文欄外には右横書きで「好きな作品・好きな作家」と中黒を入れているが、表紙・目次で
は「好きな作品好きな作家」とある。
本号表紙には「○好きな作品好きな作家/○猪熊弦一郎特輯」とある。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
〔宍戸儀一訳『象徴主義の文筆』推薦文〕
白水社(東京市沖田匝駿河茎下)発行『白水社刊行の/文奉書/日録/1938』 〔発行日付なし〕の19頁
に、アーサー・シモンズ著、宍戸儀一訳『象徴主義の文革』の推薦文として、伊吹武彦文に続いて掲
載。
30字×4行Oルビなし。伊吹文・井伏文ともに、個別の標矧まないO 「シモンズの「象徴主義の文畢」
は私の学校時代に於ける文撃探求のテキストであった。今もなっかしい書物である。」と始まる。
宍戸儀一訳『象徴主義の文筆』 (白水社)は、 1937年3月20日印刷、 1937年3月27日発行o　なお、こ
の井伏文は、 『象徴主義の文撃』発行日前後の『白水』などが初出の可能性もあるが、 1937年発行の
『白水』を見ることができず、確認していない。
新版全集には未収録。
今井正氏に望む
東賓映書社(東京市京橋匝銀座七丁目一番地)発行『東資映喜』第2巻第7号(4月下旬号、通巻第45
号、 1940年4月15日発行)の5頁「映垂展望台」欄に掲載O編輯兼発行者・中村傾吉、印刷人・君島潔、
印刷所・共同印刷株式合社、定価15銭。
13字×99行〔2箇所の行空きは含まない〕o総ルビO 「私は「多甚古村」の映書化の時、はじめて今
井氏に食ったo　打合せの篤めであるo」と始まり、今井正に対して、酒剤で若々しい感性や考え方を
期待する趣旨の文章。
同誌奥付には「毎月二回単行」とあるO
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
泉
日本民衆文化協昏(山口県系玖珂郡柳井町)発行『時流』創刊号(第1巻第1号、 1946年5月9日印刷、
1946年5月14日発行)の1頁〔隠しノンブル〕に掲載。編輯人・土井勝、発行人・村岡素行、印刷者・
品川幸-、印刷所.大内印刷所、定価記載なし。
新版全集第28巻では初出を確認できず、筑摩書房版『厄除け詩集』 (1977年7月20日)を底本に用い
て収録した「泉」の原型と見るべきものかと思われるが、筑摩書房版『厄除け詩集』所収本文とは異
なるところが少なくない。以下に全文を引く。
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岡のふもとに泉がある。
その水の深さは
はかり知りうるが、
その轟きせぬ水の量は
はかり知りえぬ。
-昭和二十一年四月一日、大下三千代さんにおくられた言葉の中より-
なお、 『時流』本号「編輯後記」には、特別会員・普通会員の別を設け、これら会員に頒布するこ
とを謳っているが、井伏詩についての言及はない。また、掲載を確認したプランゲ文庫マイクロフィ
ッシュ資料には、昭和二十一年五月二十三日付けで、 「地区検閲局新聞映画放送部」に宛てた「雑誌
出版届」も収載されていて、そこには、月刊・発行部数800部・機関雑誌とある。
〔たより〕
つり入社(東京都小石川匿大塚仲町九)発行『つり人』第1巻第1号(7月創刊号、 1946年6月25日印
刷納本、 1946年7月1日発行)の「たより」欄14頁に掲載O　発行人・佐藤垢石、編輯人・鈴木晃、印刷
人・川井正男、印刷所・標準印刷所、定価6円。
22字×18行。ルビなし。 14頁には、 12頁から始まる土師清二「惜筆記」を2段組で掲載し、罫線で
区切った下欄を「たより」欄に当て、個別の標魅を持たない井伏文、後藤俊春「九州だより」が掲載
されているo　ここでは、欄名を標題としたo
なお、目次には、この井伏文、後藤文ともに掲出されていないO
井伏文は「貴翰拝見しましたo　御健勝之段幕慶です。小生甲州-疎開中は笛吹川の差出の磯で友釣
りをしました。首地に爽てからはときどき海-出て去年の秋はチ-チ-イカ、セイゴ、サヨリなどを
網ですくひ投網でイナをとりました。」と始まる。なお、文中に「原稿は釣の小説といふのもちょっ
と工夫つきかねるので随筆を送ります。締切におくれたら次親に出して下さい。」あるいは「先日ち
ょっと上京しましたところ挿入その他のことが思ふやうに出来ないので昔分昔地に住むつもりです。」
などとの文言がある。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録O
田家展望
株式会社毎日新聞社(大阪市北区堂島上二丁目三六)発行『サンデー毎日別冊』初夏諸物集(1948
年6月10日発行)の55頁に掲載。編集人兼発行人・尾崎昇、定価50円。
詩。ルビなし。目次には「歌・俳句・詩」として罫線で括り、 8人の作者名が列記されているが、
個別作品の標題は掲出されていない。
49頁から始まる佐多稲子「夢の話」本文(本文は4段組)中に罫線で囲んで本作が掲載されている
(本作は2段組)。掲載本文末尾に「(作家)」とある。
『牡丹の花』 (井伏鱒二選集第7巻) (筑摩書房、 1949年7月10日)に、同題で初収録o新版全集第28
巻には初出未確認のまま、同書を底本に用いて収録。
本文の異同は2箇所ある。以下に、初出本文- 『牡丹の花』 (井伏鱒二選集第7巻)所収本文の順に
示す(初出は本文1行目から数えた行数を示す)0
なぜ貴様は賓をならせないか(上段3行目) -なぜ貴様は寮をならせないのか(317頁4行目/127
頁4行目)
きつと乗年は怠けるな(上段5行目) -きつと来年は精を出せ(317頁6行目/127頁6行目)
〔山崎富栄の日記をめぐって-特集を不可とする意見〕
株式会社朝日新聞社(大阪市北区中之島三丁目三番地)発行『週刊朝日』第53巻第4号(7月25日号、
通巻第1489号、 1948年7月25日発行)の「山崎富栄の日記をめぐって」の内、 「特集を不可とする意見」
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の-篇として21頁に掲載Q　編集人・川村雄、発行兼印刷人・春海鎮男、定価10円.
談話0　21字×23行O　ルビなしO 「太宰はある病気だったO　その病気にまかせて語ったのがあの日記
である。」と始まり、 「すべては病気のいったことでありそれを書いたのがあの日記なのだ。」と終わ
るo個別の標題はなく、 「井伏鱒二氏談(作家)」の見出しに続いて掲載。
記事全体のリードには「本誌七月四日号(太宰治氏情死行特集)については各方面に賛否さまざま
の御意見がありました。 「週刊朝日」は廉い意味で読者の皆様のものと信じます私たちは、ここにそ
の代表的な御意見を集め、同問題批判の資としたいと思います。 (編集部)」とある。このリードにあ
るように、 『週刊朝日』第53巻第1号(7月4日号、通巻第1486号)は、全22頁のほとんどを使って「愛
としのびよる死-太宰治に捧げる富栄の日記」と題した、 11月14日から5月14日迄の山崎富栄の日
記を掲載している。その掲載についての可否の意見を集め、本第53巻第4号の21頁と22頁に掲載した
もので、井伏談話のほかに、今日出梅・池島信平・宮本百合子・高田保・長谷川仲(いずれも「氏談」
と附す)、浦松佐美太郎・中島建蔵(この二人には「談」の表示はない)の意見と、一般読者の意見
四篇を掲載。
〔諸家回答〕
新潟賄農村振興協骨(新潟賊新津町字新津一〇五)発行『越佐農業』第3巻第12号(12月号、通巻
第27号、 1948年11月25日印刷、 1948年12月1日寒行)の「諸家回答」欄18貢に掲載O　編輯兼発行者・
岡崎文作、印刷人・岩崎富蔵、印刷所・東洋館印刷所、定価30円。
アンケート回答。ルビなし0 16頁～19頁の4段組の最上段を使用して、計十人の回答を掲載o　冒頭
の16頁に、
拝啓　初冬の候益々御酒昌之段お喜び申上ますO扱て御多用中まことに恐縮ながら左記につき
御高見承るを得ば欣幸之に過ぐるものなく先は寸楢を以ておねがいまで。　　草々
記
一、現在の農村及び農相人に希望するものO
二、農村人の辿るべき方向。
三、農村青年に奨めたい良書。
昭和二十三年十一月
島越佐農業編集部
とある。井伏鱒二の名前の横に「(小説家)」と記した後、
(越佐農業気付、竹下康久宛)
拝復　小田赫夫君が爽て君のことを語りましたo御丈夫の由にて幕慶です。もう御地は雪でせ
う。先日、米津から締りにイタヤ峠で雪を見ましたO但し山の上だけ。御大事に。　勿々拝具
との回答が載せられているO回答者には、井伏や正岡容(作家)の名前が見えるが、ほかは網淵謙錠
(醜諸家)、松井敬(新潟日報主幹)、玉井祐吉(代議士)、野地噴二(歌人・新潟短歌主宰)、有本誠
作(新潟賄立農村工業指導所長)など、新潟県に関わる人々が回答を寄せているo
なお、井伏文の宛先となっている竹久康久については、 『越佐農業』第4巻第8号(1948年8月1日)
掲載「消息」の項(本ノート15頁)を参照。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
消息
山彦禽(静岡嚇伊東市松原四四三　藤井厚男内)発行『山彦』創刊号(1949年3月5日印刷、 1949年
3月10日発行)の18頁に掲載。編集発行人・藤井厚男、印刷所・太洋印刷株式会社、定価記載なし。
井伏文21字×23行。ルビなし。 「平野嶺夫からことづけがあった」と始まり、 「平野の健在なことを、
ママ
彼の友人諸氏に侍達する意味で以上略記。」とある。また、 「故田中玄太郎氏の愛息、辰夫さんが亡く
なったO比島リザール湖イポにおいて二十年五月二十八日戦死の旨、去る八月十二日附で公報があっ
たとのこと。」も報じる。井伏文末には「(仲秋名月の夜)」とある。
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なお、井伏文中に「田中さんの晩年の日記に、たびたび辰夫さんのことが書いてあった。田岡典夫
がその日記を前半だけ博浪抄に費表した」云々と記されているのは、 『月刊随筆博浪沙』第7巻第1号(1942
年1月5日) ～第7巻第4号(1942年4月5日)連載の田中頁太郎「随筆酒中日記」を指すものと思われる。
奥付には「創刊晩」、表紙には「第一集」とある。本号25頁掲載の「創刊のことば」に附された「規
約」には、 「文車創作に志あるもの、及びその鑑賞に趣味あるもの」を会員とすること、会員からは
月額30円の会費を徴収すること、会員に『山彦』を無料配布するが会員はそれ以外に毎号5部ずつ実
費で引き受けることなどが請われているO
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
〔現代日本小説大系を薦める〕
河出書房(東京都千代田匿神田小川町三ノ八)発行『現代日本小説大系』内容見本(1949年3月〔推
定〕)の「現代日本小説大系を薦める」の-篇として6頁〔ノンブルはない〕に掲載。
ルビなし。新版全集第17巻に収録。第17巻「解題」、別巻Ⅱ 「著作目録」では、 1954年6月刊行開始
の新装改訂版『現代日本小説大系』の内容見本に拠って掲出したが、元版刊行時の内容見本と推定さ
れるもの〔神奈川近代文学館特別資料請求記号t/530/00083253〕を今回確認したO冒頭に「(到着順)」
とある、 「現代日本小説大系を薦める」 -の寄稿は、 「東京大草名草教授・文博　辰野隆」 「東京大学
教授・文博　久松潜-」 「作家一井伏鱒二」 「作家　丹羽文雄」 「国立蘭書館　館長　金森徳次郎」の
玉名による五篇で、いずれも個別の標題はない。
本内容見本はA5判中綴じ冊子体で、本文8頁〔表紙は別紙〕。構成は以下のようである〔ノンブル
はないが、本文から数えた頁数を( )内に記す〕。志賀直哉「監修の節」 (泰2)、日本近代文撃研究
禽同人「編集の辞」 (1頁)、 「収載確定作家並に作品一覧」 (2頁～4頁o　全体を十部に分けて内容を掲
載O　第九部迄で五十巻になるが、 「第十部　昭和二十年代　(敷放)」とあり、この第十部の構成が未
確定の模様)、 「現代日本小説大系　近刊」 (5頁O　第1回配本志賀直哉集)、 「現代日本小説大系を薦め
る(剥着順)」 (6頁～7頁)、 「編集部より讃者-」 (7頁)、 「粗方見本」 (8頁)、 「現代日本小説大系　特
色」 (表3)Q
これを元版刊行時のものと推定したのは、 「編集部より讃者へ」 (7頁)に、
★　現代日本′」、説大系の各巻内容については、この内容見本の第二頁に全貌を車表いたしてあり
ますが、これは標示の如く、作家・作品は橡定であり.まして、部分的饗更があることを御諒承下
さい。その意味でこの内容見本は讃者への線告版でありますQ
とあることに拠るo　なお、志賀直哉「監修の辞」中にも「「現代日本小説大系」五十敷巻が河田書房
から刊行される事になった」とある。元版第1回配本は、志賀直哉「暗夜行路」を収めた第27巻「新
理想主義」 5 (1949年4月30日)である。内容見本はそれよりも一箇月程度先立つと見て、 1949年3月
の発行と推定した。
神奈川近代文学館特別資料架蔵の『現代日本小説大系』内容見本4種を調査したが、それを推定発
行順に整理すれば以下のようになる。いずれにも井伏推薦文が掲載されている。
請求記号t/530/00083254
〔t/530/00083253]と内容は同一だが、それと比べると、発行元・内容見本の文字が見あ
たらず、表紙縁取り模様にも欠けるところがあるので、完成品ではなく見本刷かと思われ
る。
請求記号t/530/00083237
A5判中綴じ冊子体で、本文8頁〔表紙は別紙。どの頁にもノンブルはない〕。志賀直哉「監
修の辞」 (表2)、日本近代文撃研究禽同人「編集の辞」 (l頁)、 「収載作家並に作品一覧」 (2
頁～5頁)、 「現代日本小説大系を薦める」 (6頁～8頁)、 「現代日本ノ」、説大系　特色」 (表3)0
なお、 「現代日本小説大系を薦める」には、 〔t/530/00083253〕の五人の推薦文に続いて、
各文末の( )に初出を示して、正宗白鳥(昭二五・一『文垂』)、田宮虎彦(昭二四・一
-・五　東京新聞)、河盛好蔵(昭二五・一・一　回書新聞)、瀬沼茂樹(昭二四・八・二
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固書新聞)以上四人の推薦文を掲載。また、志賀直哉「監修の辞」には「「現代日本小説
大系」六十敷巻が河出書房から刊行される事になった」との表現が見える。また、 〔t/530/
00083253〕にはなかった「毎日出版文化賞/審査委員会推薦」の文字が表紙(表1)に加え
られている。 「収載作家並に作品一覧」に拠れば全60巻別冊3の構成で、後に増補された、
序巻く写実主義時代) (1952年3月15日)、補巻く写冥主義時代) 4 (1952年12月10日)には
触れていないo　これらから判断すると、この〔t/530/00083237〕は、 1950年1月以降の発行
と推定される。なお、井伏推薦文中では〔t/530/00083253〕の「現代日本小説大系の企書」
が〔t/530/00083237〕では「「現代日本小説大系」の企凱　となっていて、書名の括弧と漢
字表記に変更が生じている。
請求記号t/530/00083236
B5判中綴じ冊子体で、本文8頁〔表紙は別紙。表紙(表1)と衷2は隠しノンブルとして、
ノンブルは「3」から始まり最終ノンブルは「10」〕。志賀直哉「監修の言葉-新装版刊行
に際して-」 (表2)、日本近代文畢研究禽同人「編集の言葉(塘巻に際し)」 (表2)、 「現
代日本小説大系を薦める」 (3頁O元版の五人の推薦文に、本文末尾に「(昭二五・一・一
囲書新聞)」とある河盛好蔵推薦文を加えて、六篇で構成)、闇代日本小説大系-作家及
び作品」 (4頁～9頁)、 「網羅主義と精選主義」 (10頁～表3。末尾に「昭和二十八年九月七日
河盛好蔵、中島建蔵、平野謙　三氏出席の日本講書新聞座談骨記事より」とある)、 「現
代日本小説大系の特色」 (表3)。裏表紙(表4)に、第1回配本(1954年6月発売)の第12巻
(自然主義2)の島崎藤村から第4回配本(9月発売)までの予告と刊行期日、募集期間など
を記す。表紙(衷1)には全65巻とあるが、 「編集の言葉(櫓巻に際し)」では「全六十五番
の刊行を終了」した旨記した後、改行して「今岡、装帳を撃へ、紙質を向上させて全巻の
増刷を行ひ、戦後篇を増巻することになりました」とあり、また「現代日本小説大系-
作家及び作品」には第65巻迄の内容を掲げた後に「以上のほか戦後篇を敷巻増しますO」と
記されている。井伏文は〔t/530/00083237]と同じO
消息
新潟,%農村振興協曾(新潟/%新津町字新津一〇五)発行『越佐農業』第4巻第8号(8月号、通巻第35
号、 1949年7月25日印刷、 1949年8月1日発行)の35頁に掲載。編輯兼発行者・岡崎文作、印刷人・岩
崎富蔵、印刷所・東洋館印刷所、定価50円。
12字×19行。ルビなし。標埼脇の井伏鱒二の名前の横に「(作家)」とあるO 「前略.越佐農業の書
(「先月」トモ見エJレ)
人の足速を謹みましたO　先　日、十三日に青森から酒田にまはって締る際、酒田の宿で白龍といふ書
家の槍を見ましたが、なかなか風格のあるのに驚きました。きけば米津の書家だといふことでした。」
と始まるo　末尾には「六月十七日」の目付と「井伏鱒二」の署名がある0　35頁には、井伏のことを書
いた竹下康久「松葉牡丹」を掲載。その脇に罫線で囲って井伏「消息」が掲載されている。
なお、竹下康久「松葉牡丹」冒頭に、 「昭和十四年秋比私は故田中貫太郎先生御主宰の「博浪沙」
といふ筋子に、次のやうな一文を載せたO　井伏鱒二氏の推挽によるものであった.題は「鱒二さんと
私」 -」とあり、その文章を引いている。竹下康久が言う「鱒二さんと私」は、 「昭和十四年秋」
ではなく、 1941年〔昭和16〕年7月5El葬行の『月刊随筆博浪沙』第6巻第7号に掲載。竹下康久は、東郷
克美編『井伏鱒二全集索引』 (双文社出版、 2003年3月25日)に拠れば「亡友-鎌滝のころ-」 (『別
冊風雪』第1号、 1948年5月20日)に登場する。なお、博浪沙覆刻版刊行会復刻(1981年10月20日)の
『月刊随筆博浪沙』第3巻第1号(1938年8月5日) ～第7巻第4号(1942年4月5日)を見る限り、竹下は、
同誌第5巻第1号(1940年1月5日)発表「瓶子切々」以来9点の詩・短文を寄せている。 『越佐農業』本
号奥付脇に「酷暑下会員/諸君の健闘を祈る/二十四年八月盛夏IIの見出しに続いて、 「管業部」 「編
集局」 「補導」に分けて越佐農業関係者の名前が掲げられているが、 「補導」のところには竹下康久の
名前だけが掲げられている。竹久は越佐農業で顧問的な役割にあったと推定される。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
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けいりゆう
学習研究社(東京都品川区平塚8の1204)発行『中学二年の学習』第3巻第5号(8月号、 1949年7月25
日印刷、 1949年8月1日発行)の目次上欄〔隠しノンブル、 8頁に相当〕に掲載。発行人・古岡秀人、
編集人・松尾良通、印刷人・石村動、印刷所・祖谷印刷株式会社、定価40円。
朝日新聞東京本社舞行『朝日新聞』第22135号(1947年10月20日)第2面掲載の詩「渓流」の再録O
新版全集第28巻に収録。
ただし、 『中学二年の学習』のものは、掲載誌の性格に拠るのか、漢字から仮名への変更、句点を
新たに加えるなど本文に異同がある。
〔中山鏡夫追悼記〕
午前0時の曾(兵庫賄洲本市幸町乙六一四番地)発行『午前0時』第1巻第2号(1952年7月25日印
刷、 1952年8月1日発行)の10頁に掲載。編集人・午前0時編集同人骨/責任者・溝口作太郎、印刷所
・牧野印刷所/牧野儀平、定価50円。
表紙(表1)には、左横書きの手書き文字で「午前0時」とあり、その下に「AUG. 1952」
とある。
46字×7行。ルビなLo 「中山鏡夫氏の御逝去、謹而弔問仕ります。 /賓は小生、去る十三日から九
州北部、山口、鹿島に旅行して、昨日ffi京しました。御申越の弔文が間にあはないことになりまして
失稽しましたO」と始まり、中山の詩稿二篇を『文峯』に持ち込んだが、掲載の叶わなかったことな
どに触れる。
目次では「中山鏡夫追悼」として、日夏秋之介・竹中郁・井伏鱒二・佐藤輝夫・佐伯郁郎・城越健
次郎の順に並べるo　本文では日夏秋之介以下の追悼文が目次と同じ配列で続く。追悼文全体の冒頭に
「中山鏡夫追悼記」とあるが、井伏文に個別の標題はない。ここでは仮に「中山鏡夫追悼記」を以て
井伏文の標題とした。
なお、同追悼記中の城越健次郎「中山鏡夫君のこと」は、 「中山君は明治三十年十二月兵庫解津名
郡由良町に生れ、洲本中学を経て、早相田大挙傭文科を大正十二年に卒業、文筆生活に入られた。 /
予科時代は日夏耽之介教授の英文学、原随園教授の史学に特に興味を持たれ、学部に進んでからは勿
論吉江喬松教授の指導を受けられたのだ。現早大悌文科教授佐藤輝夫氏、井伏鱒二氏等と同じ卒業で
あった。」と始まる。同文に拠れば、中山の文業に詩集『海は美し伽藍よりも』やスペイン文学の翻
訳などがあり、 1935年に帰郷、 1943年「兵庫賄津名郡一宮の女子農学校」に勤務、 1946年に「三原高
校」に転じ、 1952年3月21日交通事故によって死去とのこと。
国立国会図書館の蔵書検索では、詩集に『海は美し伽藍よりも』 (私家版、 1931年)、 『海は美し伽
藍よりも』 (洲本公論叢書第23号) (洲本公論社、 1972年)、翻訳にアルフオンス・ド-デ『アルルの
女』 (仏語研究社、 1926年)、ブラスコ・イパニエス『黙示録の四騎士』前篇(世界名作文庫第428) (春
陽堂、 1933年)、詩篇再録に『日本現代詩大系』第9巻く昭和期2) (河出書房新社、 1975年)などが見
乙5。
なお「編集後記」の「作太郎」名義(溝口作太郎)文には「然し本号に不遇の詩人中山鏡夫氏の急
逝に対してさゝやかながら哀悼の意を表し得た事は感謝である。これらの追悼記は、城越健次郎氏に
諸先生から送られた追悼文を特にお願いして掲載させて頂いたのである」とある。本号誌面では、同
一原稿でも、例えば「学」 「撃」のように新旧字体が併存しているが、一々注記はしなかったO
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
弁解
山梨日日新聞社(甲府市百石町二八八)発行『山梨日日新聞』第25991号(1952年10月12日発行)
第4面に掲載。編集兼発行人・小林静。
講演要旨。 15字×24行。ルビなし。 「さる二日芭蕉の「奥の細道」の跡をたずねて石巻、、一関、平
泉など東北の旅を終えて昨日帰京したばかりでこの講演会も休ませて勘、たかったが、弁解しておか
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なければならないことが起きた、それは先般「温泉」という雑誌の座談会の記事の中で「塩山の汐の
山は昔噴火山だったとか、あの山に近藤勇が大砲を据付けて甲府の街に発砲した---」と語っている、
これはとんでも無い誤解で編集者が誤記した訳だが私は甲州を自分の故郷のように比較的多く知って
いるつもりなので非常に迷惑だ」と始まる。なお、引用のように、句点は使わず全て読点とし、新仮
名遣いだが促音は並字を用いている。
記事全体の見出し「文車講演会芸上如勘、リードには「文芸春秋新社主催、本社後援の文芸講演会は
十日夜県会議事堂で開催され、聴衆は会場に溢れ、まれにみる盛況裡に幕を閉じたが、次はその夜の
各講師の講演要旨である」とある。
ほかに石坂洋次郎「東と西」、中島建蔵「人生案内」、水原秋桜子「俳句第二垂術論について」、舟
橋聖- 「幸福とは」、那須良輔「政治と漫画」の各要旨を掲載。また、 「常磐ホテルで歓迎会」との見
出しに「井伏鱒二、石坂洋次郎氏ら作家六氏をむかえて開催された文芸講演会終了後、湯村常磐ホテ
ルで本社並に県、市、観光連盟その他による歓迎会が開催され各講師を囲んでくつろいだひとときを
過した/写真は左から水原秋桜子、舟橋聖一、中島建蔵、井伏鱒二、那須良輔、石坂洋次郎の諸氏」
との説明を付した写真1集を掲載O
なお、 『文拳春秋』第30巻第13号(9月号、 1952年8月20日印刷、 1952年9月1日発行)掲載「文峯春
秋創刊30年記念全囲文垂講演会」記事(245頁の対向頁、ノンブル外)中に、 10月上旬甲府開催の予
定が記されているが、詳しい日程・講師については記載がない、翌月の『文垂春秋』第30巻第14号(10
月号、 1952年9月20日印刷、 1952年10月1日発行)掲載「文車春秋創刊30年記念全国文革講演禽」 (156
頁の対向頁、ノンブル外)では、 10月3日甲府市開催分の予定講師は石坂洋次郎・舟橋聖- ・水原秋
輝子・中島建蔵・那須良輔の五人で、井伏の名前はないQ　この講演会について、 『山梨日日新聞』 9月
23日発行第25972号第4面掲載「秋におくる文塾講演禽」以来宣伝されているが、その9月23日記事及
び9月27日発行第25976号第4面掲載記事では、前掲『文垂春秋』 10月号に予告の開催日10月3日が10月
10日に変更されたことを伝える。
なお、 『山梨日日新聞』 10月9日発行第25988号第2面掲載「あす文車講演骨/県議事堂で開催」は、
「講師一行は同日(井伏鱒二氏のみ九日に入甲)三時二分着の列車で入甲、宿舎常磐ホテルで小憩後
会場に赴き、講演会終了後は同ホテルで催される本社並に文化、観光関係の歓迎会に出席するが十一
日の日程は未定」とある。中島建蔵「甲府講演旅行の一夜」 (『文峯春秋』新年特別号、第31巻第1号、
45頁～46頁)には、中島・井伏・石坂・舟橋・那須が10月10日午前11時32分新宿始発の列車に新宿駅
から乗り、それに水原が八王子から加わって、 「二時ちょっとすぎ甲府辞着」とあるO 『山梨日日新聞』
10月9日の記事は、井伏の事前の予定を記したものと思われるが、中島が記すように、実際には十日
当日に五人が列車で同行した模様である。また、 『山梨日日新聞』 10月11日発行第25990号第1面掲載
「盛況の文垂講演会/知性と笑いに湧く会場」に拠れば、石坂・中島・井伏・水原・舟橋・那須の順
に講演。
〔現代日本名詩選刊行によせて〕
筑摩書房(東京都文京匝憂町)発行『現代日本名詩選』内容見本(1953年1月〔推定〕発行)に「現
代日本名詩選刊行によせて」の-篇として掲載。
36字×8行。ルビなし。 「以前、私は自分の愛諦する先輩の詩を書き集め、それを自家用本とするた
めに出版したいと思ってゐた。」と始まる。 「現代日本名詩選刊行によせて」には、井伏のほか、三好
達治・伊藤整・吉田精一が推薦文を寄せているが、いずれも個別の標題はない0本内容見本は一枚も
のを平行折り、仕上がりサイズはA5判。
本内容見本に発行日付はないO 「第一回発車」として掲げられている6点を本内容見本掲載順に掲げ
ると、以下のようである。なお、 ( )内は実際の発行日である。
高村光太郎『道程・典型』 (1953年3月10日)、立原道連『萱草に寄す・暁と夕の詩』 (1953年3月5
日)、中原中也『山羊の歌・在りし日の歌』 (1953年2月28日)、三好達治『測量船・花昏』 (1953
年6月20日)、宮滞賢治『春と修羅・手帖より』 (1953年3月5日)、佐藤春夫『殉情詩集・佐久の草
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笛』 (1953年4月10日)
この内、最も早く発行されているのが中原中也『山羊の歌・在りし日の歌』 (1953年2月28日)であり、
内容見本はそれよりも-箇月程度先立つと見て、 1953年1月の発行と推定したO
その後の再録は確認していない。新版全集にも未収録。
〔大江賢次『絶唱』帯文〕
株式会社大日本雄弁会講談社(東京都文京区音羽町3-19)発行、大江賢次著『絶唱』 (1958年5月10
日発行)の帯に掲載o 『絶唱』発行者・野間省一、印刷所・新日本印刷株式会社、定価260円。
11字×25行Oルビなしo 「戦後十年間、大江君は念ずるところあって、ひたすら書きおろしの長篇
執筆に身を入れてゐた。それは実に徹底的なもので、よそながら私は、天晴れ得がたい態度だと思っ
てゐたO」と始まり、末尾に「井伏鱒二しるす」とあるO井伏文は旧仮名遣いだが、促音は小書きす
る。帯の標題は旧字で「絶唱」となっているが、ジャケット・扉・本文ともに「絶唱」と新字を使用
す蝣5サ
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
浅間山
文奉春秋新社発行『文垂春秋だより』 1958 (1958年後半〔推定〕発行)の6頁〔ノンブルはない〕
に掲載。
『文垂春秋だより』はB6判中綴じ冊子体、本文全16頁。表紙(表1)に「文垂春秋だより1958」、
裏表紙(表4)に「文垂春秋新社」の文字と「◎ 88365」という表示がある。いずれの貢にもノンブ
ルはなく、刊記もない。衷2の「文葬春秋文化洋演合開催地一覧」にr昭和33年4月1日現在」とあり、
さらに、芥川賞・直木賞紹介記事中に、第39回芥川賞・直木賞(昭和33 〔1958〕年上半期)まで各回
の受賞者・受賞作晶の一覧が掲載されているO第39回芥川賞・直木賞は1958年〔昭和33〕年7月21日
に決定されているので、 1958年7月21日以降のいずれかの時期に発行されたと推定したが、発行月を
確定するに至っていない。
署名記事に、丹羽文雄「講演というもの」、福原麟太郎「雑誌を読む愉しみ」、贋津和郎「宇野の憤
慨」 〔末尾に「(別冊文垂春秋第六十二号より)」とある〕、 「席説中の人-小林秀雄のことなど-」
〔末尾に「(高見順「昭和文筆盛衰史」より)」とある〕、幸田文「恋心」、大傭次郎「直木賞について」
などがあるo　このほか、 「カメラ作家訪問-舟橋聖-アルバム-」や、芥川賞・直木賞・文士劇
・文化講演会・文垂春秋漫画賞・菊池寛賞・出版記念会、また、雑誌製作過程・編集室紹介など、文
垂春秋新社が関わる事業の紹介記事を掲載する。
本作を収録した新版全集別巻Ⅱの「解穎」と「著作目録」には、現物未確認のまま、 1958年4月発
行の『文車春秋新社出版だより』に掲載とされる旨を記した、今回、初出と思われるものを確認した
ので掲出するO
なお、同一内容で、表紙(表1)に「文垂春秋だより1959」、裏表紙(表4)に「文峯春秋新社」
の文字と「㊥ 8Y405」という表示のあるものも確認したo
沈欝な人
みすず書房(東京都文京区春木町-ノ二二)発行『エロシェンコ全集』全2巻別巻1内容見本(1959
年9月発行〔推定〕)に「推薦のことば」の一篇として掲載。
25字×10行。ルビなし。 「私はエロシェンコの書いたものは知らないが、早稲田に在学していたこ
ろ彼が聴講生として私たちのクラスに入ったので、謂わば級友同士であったという関係を持ってい
る。」と始まり、 「級友として見れば沈欝な学生であった」との印象を記す。
高杉一郎編集『エロシェンコ全集』第1巻は1959年9月15日発行、定価700円。発行月は、本内容見
本掲載の高杉一郎「編集者のことば」の末尾に　「一九五九年九月」とあるのに拠って推定した。本内
容見本は一枚ものを片観音折り、仕上がりサイズはA5判。片観音折りの内側の2段組「推薦のことば」
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には、井伏のほか、竹内好・阿部知二・小田切秀雄・長谷川四郎′・木下順二が寄稿。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
随意小酌
株式会社文聾春秋(東京都千代田区紀尾井町3)発行『文垂春秋　漫画諸本』第16巻第12号(12月
号、 1969年12月1日発行)の122頁-123頁〔隠しノンブル〕 「漫歩パイロット」欄に掲載o　編集兼発行
人・半藤一利、印刷所・大日本印刷株式会社/高橋武夫、定価150円。
15字×23行。ルビなし。 「今年、はせ川は開店四十周年を迎-たのではないかと思ふ.私は普初か
らの客の一人だが、地道で気持のいい店だから、しみじみ飲むには恰好な店だと自分できめてゐる。」
と始まる。井伏鱒二の執筆者名の左脇下に「《作家》」とある。井伏文には、高橋タクミ筆による「娘
さん・長谷川薬子」 「おかみ・長谷川湖代」の似顔絵が添えられている。
本「漫歩パイロット」欄は、著名人による小料理店・飲食店の紹介文に高橋タクミの似顔絵を添え、
各末尾にその所在地や電話番号を記載するという形式の記事四篇で構成されている。目次には記載が
なく、広告欄に当たるものと思われる。
その後再録はなく、新版全集にも未収録。
詩魂
研光社(東京都豊島区南大塚二一三十七-二)発行、藤原啓著『備前』 (1969年11月3日発行)の4
頁～5頁に掲載O　発行者・永井嘉一、印刷所・株式会社光村原色版印刷所/株式会社グラビア精光社
/長苗印刷株式会社、限定1000部、定価12000円。
40字×38行OルビなしO　冒頭第-段落は「藤原啓は若いころ作家になるつもりで東京に出たが、同
郷の先輩作家正宗白鳥氏を訪ねると、 「駄目だ。小説家にならうなんて、馬鹿な考へを起すもんぢや
ない」と頭ごなしに叱られた。それで小説を書くことは諦めて、そのまま無名の文学青年として内藤
振策をリーダーとする若い詩人のグループに入った。 -後年、これは啓さん自身が私の前で述懐し
たことである。」とある(文中の促音・槻昔は小書き)O　以下、藤原啓の下宿に出入りした富ノ沢麟太
郎・横光利一・島田清次郎などに触れ、 「文学青年時代の啓さんの外観」を記すO
本書は、藤原啓制作にかかる備前焼を写真図版(中村昭夫撮影)に収めたものを中心に、その間に
小山冨士夫・桂又三郎・鶴岡健吉・藤原啓・中村昭夫の文章を配して構成されている。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録o
なじみの土地への楽しい期待
筑摩書房(東京都千代田区神田小川町2の8)発行『江戸時代図誌』全25巻内容見本(1975年8月〔推
定〕発行)に「推薦のことば」の-篇として掲載0
本内容見本は一枚ものを観音折り、仕上がりサイズはB4判。発行元表示の下に「50.8晩50」と
あるもののはか、 「50.9暁300」とあるものもある。 「50.8晩50」とある内容見本表紙の惹句冒頭は
「日本人のふるさとを旅行く街道探訪」とあり、 「50.9暁300」の方は「全国の街道をたずねるふる
さとの文化発見の旅」とある。 「50.:晩50」あるいは「50.9暁300」の表示は、印刷所及び発行年
月を示すものと判断して、披見したものの内、早い時期と思われるものに拠って秀行年月を推定した。
本内容見本に「第個発売-11月15日」とあるように、 『江戸時代図誌』全25巻の第1回配本は『京都』
Ⅰで1975年11月15日発行。全25巻の予定で発刊されたが、後に別巻2冊を増補し、最終配本の別巻2は
1978年1月15日発行。
「ちかごろ妙を得た企画であると思ふ。日本各地に残された江戸時代の文化財や用具類を図版に写
し、当時の日本人の様相を丹念に掘起してみせるといふ。今の日本人の生活の型が江戸期に完成した
と云っていいならば、掘出しものの好きな日本人だけでなく、日本人の正体を知りたい外国人などに
は、目で見る日本史として誹へむきの図書だらうo /この企画のもう一つの特色は、大都市中心でな
く各地の隠れた文化財の発振に重点を置いてゐることだといふ。これは新しいOもう一つの特色は、
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文化財の分布を街道別に分けて弟掘提示することであるO私の生れは山陽道の福山在で、疎開してゐ
たのは甲州街道筋の甲運村だが、あの辺ではどんな珍しい文化財が出て来るか今から楽しみである。」
以上井伏全文。ルビなし。
その後の再録は確認していない。新版全集にも未収録
§参考
* 『風車』第4巻第6号(9月号、 1930年9月1日)巻末広告に「換気簡創刊一周年記念髄」が掲載され
ていて、 「評論その他」に、以下四人の文轟都市同人の寄稿を予告している。
・緑の蓄葎その他---　=・阿部知二
海べ--　　　　　　=-・舟橋聖一
題未定・-　　　　　--雅川現
題未定--　　　　-一一井伏鱒二
しかし、換気筒編輯所(編輯兼発行者・野田誠三)発行『換気筒』第2巻第1号(1930年8月31日印刷、
1930年9月5日発行)には、 「題未定」としていた雅川梶が「私の窃盗事件」を載せ、阿部・舟橋の作
品も予告通りに掲載されているが、井伏作品はない。本号67頁掲載の「編輯後記」 (「野周」名義)に
は、 「雅川現、舟橋聖-、阿部知二の諸氏が御多忙中を特に僕たちの鳥、揃って御執筆下さいました
ことを稽礼申し上げます。」と記した後、 「猶井伏鱒二氏からも戴くことになって居りましたが、遺憾
乍らこれは間に合ひませんでした。」とある。 『換気筒』次号に掲載されたかとも思われるが、束確乱
なお、井上友一郎「なっかしい井伏さん」 (『月報』 3 (井伏鱒二全集第9巻)筑摩書房、 1964年11月)
には「その頃、私は早稲田の学生で、同人雑誌「換気筒」というのを、仲間といっしょにやっていた。
井伏さんには同郷の後輩に当る光田文雄(故人)が、その「換気筒」の同人だったので、私は、光田
の紹介で、うすら寒い夜の戸塚の片はとりで、井伏さんにお目にかかることができた。」とある。
* 『レツェンゾ』 1935年4月号(1935年4月1日発行、 1935年3月25日印刷) 6頁に、 「あらくれ四月鍍」
の広告があり、そこに「「花粉」について/佐藤朔・小金井素子・井伏鱒二・室生犀星」とあるが、
十文字隆行「雑誌『あれくれ』目録・解題」 (『昭和文学研究』第11集、 1985年7月25日)が記すよう
に、 『あらくれ』第3巻第4号(4月号、 1935年4月1日)に掲載されている徳田-穂作「花粉」について
の評は小金井素子・永田逸郎のみで、井伏文は掲載されてない。
*棟華社出版部(東京市小石川匝林町四一)発行『文垂作り方講座』内容見本〔発行年月日記載なし。
22cmX15cm。中綴じ冊子体。本文16頁oノンブルは「9」迄。〕の「見よ!異色ある本講座の内容を!」
と題した内容紹介に〔ノンブルはないが、 10頁～11頁に相当〕、 「ナンセンス小説のねらひどころ……
井伏鱒二」とあり、また、楼華社出版部発行『懸賞界』第3巻第2号(1937年2月1日)掲載『文峯作り
方講座』広告にも執筆者として井伏鱒二の名前が掲げられているo　現在のところ、未確認o
*新延修三『朝日新聞の作家たち-新聞小説誕生の秘密-』 (波書房、 1973年10月20日)の「井
伏鱒二」の項に、 「(追記)四十八年四月から僕は古今の随筆ばかりで『いさり火』という月刊誌を出
している.その巻頭に「れんさい随筆」なる新手法を考え出し、第-回の六回分を永井竜男に頼んだ。
第二回目の六回分は渋沢秀雄、第三回のそれは尾崎一雄Qそして第四回日だから-カ年半先のれんさ
いには井伏鱒二の快諾をえているo嬉しい限りである。」 (119貢)とあるO新延の言う『いさり火』
は、新延修三主宰、押尾久義編、 「いさり火」社発行の『いさり火』を指すと思われる。その創刊号
(1973年4月)から始まった「れんさい随筆」の企画は、新延の書いているように、永井龍男以下そ
れぞれ6回ずっ掲載されているO　しかし、尾崎一雄の第6回が掲載された第18号(1974年9月号)で. 「れ
んさい随筆」の企画そのものが終わり、次の第19号(1974年10月号)以降に井伏文の掲載はない。
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